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日沿連海底表層ハイドレート

本日の内容

• 海洋エネルギー・鉱物資源開発計画海洋エネルギ 鉱物資源開発計画

• メタンハイドレートの特徴

メタン イドレ ト開発計画と海洋産出試験の概要• メタンハイドレート開発計画と海洋産出試験の概要

• 海底表層メタンガスハイドレートについて

• 2010 Marion Dufresneによる海洋地質調査

• 表層ハイドレート資源ポテンシャル推定の課題と今• 表層ハイドレ ト資源ポテンシャル推定の課題と今
後の探査手法

• まとめと今後の課題• まとめと今後の課題

2013/02/15 2
日沿連海底表層ハイドレート

地下資源地下資源 鉱床鉱床

こう‐しょう〔クワウシヤウ〕【鉱床】
[大辞泉] 地殻の中で 有用鉱物（金属・非金属）や石油・[大辞泉] 地殻の中で、有用鉱物（金属・非金属）や石油・

天然ガスなどの流体が凝集した集合体で、採掘して採算
のとれるもののとれるもの。

[岩波理化学辞典]第5版(1998)[岩波理化学辞典]第5版(1998)
特定元素又はその化合物の地殻における異常濃
集体集体

海底熱水鉱床？
メタンハイドレート鉱床？メタンハイドレ ト鉱床？

2013/02/15 3日沿連海底表層ハイドレート

日本の大陸棚延伸申請日本の大陸棚延伸申請
○2004年「大陸棚画定に向けた基本方針」
○JCG、JAMSTEC、 産総研+JOGMECが延伸申請に必要な調査を実施。
○2008年11月に 国連海洋法委員会（UNCLOS）大陸棚限界委員会（CLCS）○2008年11月に、国連海洋法委員会（UNCLOS）大陸棚限界委員会（CLCS）
に7海域74万km2の延伸を申請した。
○CLCSの小委員会・委員会で審査の上、2012年4月27日勧告が出された。

日本の大陸棚限界委員
2002～2011.4まで
（故）玉木賢策東大教授
2011年8月より2011年8月より
浦辺徹郎東大教授

申請した海域

朝日新聞
2012年4月28日5時1分

2013/02/15 4日沿連海底表層ハイドレート



海洋基本法海洋基本法

年 月成立• 2007 年４月成立

• 第16条 政府は、海洋に関する施策の総合的かつ計画的な

推進を図るため 海洋に関する基本的な計画（以下「海洋基推進を図るため、海洋に関する基本的な計画（以下「海洋基
本計画」という。）を定めなければならない。

• ２ 海洋基本計画は 次に掲げる事項について定めるものと• ２ 海洋基本計画は、次に掲げる事項について定めるものと
する。

• 一 海洋に関する施策についての基本的な方針• 海洋に関する施策についての基本的な方針

• 二 海洋に関する施策に関し、政府が総合的かつ計画的に
講ずべき施策講ず き施策

• 三 前二号に掲げるもののほか、海洋に関する施策を総合
的かつ計画的に推進するために必要な事項

2013/02/15 5
日沿連海底表層ハイドレート

海洋基本計画海洋基本計画

• 2008年3月 閣議決定

• 「海洋エネルギー・鉱物資源開発計画（仮称）」を策「海洋エネルギ 鉱物資源開発計画（仮称）」を策
定し、同計画の下で排他的経済水域等に賦存する
石油・天然ガス、メタンハイドレート、海底熱水鉱床石油 天然ガス、メタンハイドレ ト、海底熱水鉱床
の探査・開発を着実に推進。メタンハイドレート及び
海底熱水鉱床について、今後１０年程度を目途に商海底熱水鉱床について、今後１０年程度を目途に商
業化を目指す。（経済産業省等）

現在見直し作業中

2013/02/15 6
日沿連海底表層ハイドレート

http://www.enecho.meti.go.jp/topics/090324/sankoushiryou.pdf

2013/02/15 7
日沿連海底表層ハイドレート

メタンハイドレートメタンハイドレート

どのようにして出来るのか？
メタン生成微生物に作られた微生物起源メタンが多い– メタン生成微生物に作られた微生物起源メタンが多い。

– 熱熟成のハイドレート（上越沖フラクチャ充填型など）もある。

– メタン生成プロセス、濃集帯形成プロセス等、起源はまだよくわ
か ていないかっていない。

どのように存在しているのか？
– 砂層の砂粒子間の孔隙を埋めている。孔隙充填型
– 断層に伴う割れ目を埋めている。フラクチャ充填型
– 海底表層の泥質堆積層を押し上げている？凍上現象？

どのように探査するのか？どのように探査するのか？
地震探査＋掘削調査からわかったメタンハイドレート濃集帯
の地震探査データ上の４つの指標（JOGMEC MHチーム）

混濁流堆積相（タービダイト 砂泥互層が重要）– 混濁流堆積相（タービダイト、砂泥互層が重要）
– BSR（Bottom Simulating Reflector）（固い濃集層の下にガス）
– 強振幅異常（未固結層の間にあって凍って固まっている）
– 高速度異常（〃）

2013/02/15 8日沿連海底表層ハイドレート



メタンハイドレートの特徴

低温・高圧で安定
Collett&Kuuskraa(1988)
Oil&Gas Journal

2013/02/15 9
日沿連海底表層ハイドレート

ハイドレートの分布

カナダマッケン
ジー川デルタ

オホーツク海
サハリン沖

ブレーク
海嶺

カスカディ
ア縁辺域

ジ 川デルタ

南海ト
ラフ

西岸沖

アフリカ
Scientific American, 1999

2013/02/15 10日沿連海底表層ハイドレート

ハイドレートの産状

カナダ バンクーバー島沖 カスカディア縁辺域

海底塊状ハイドレート Chapman et al.(2004) EOS

カナダマッケンジーデルタ 砂層・礫層の
孔隙を充填するハイドレート

Uchida (2004)

2013/02/15 11日沿連海底表層ハイドレート

ガスハイドレートの天然ガス資源としての
概念的な位置づけ概念的な位置 け

Kuuskraa et al.(1998)
Oil & Gas Journal
アメリカの天然ガス資源ピラミ ドアメリカの天然ガス資源ピラミッド

Dutta & Dai (2009)
Leading Edge

ハイドレートの資源ピラミッド 在来型天然ガスの資源ピラミッドハイドレ トの資源ピラミッド 在来型天然ガスの資源ピラミッド

2013/02/15 12日沿連海底表層ハイドレート



メタンハイドレート安定領域とメタンハイドレート安定領域とBSRBSR
(Bottom Simulating Reflector)(Bottom Simulating Reflector)

海底海底

ハイドレートを
含む堆積物
（Vp大）p

BSR

フリーガスを
含む堆積物含む堆積物
（Vp小）2013/02/15 13日沿連海底表層ハイドレート

ブレーク海嶺の地震探査断面海嶺 震探 断
海底に平行，地層に斜交するBSR

Shi l t l (1979)Shipley et al. (1979)

Bottom SimulatingBottom Simulating 
Reflector(BSR)

2013/02/15 14日沿連海底表層ハイドレート

マッケンジーデルタのハイドレート飽和率と
検層データ (Mallik 2L-38)

Gas Hydrate Gas volume
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FMI 
dynamic FMI staticdip

Illite

y
Saturation

Gas volume
Vp/Vs, density, 
porocityP, T.

gas
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1100m
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Orthoclase Base of Gas Hydrate 
Stability Zone2013/02/15 15日沿連海底表層ハイドレート

http://www.enecho.meti.go.jp/topics/090324/sankoushiryou.pdf

2013/02/15 16
日沿連海底表層ハイドレート



JOGMEC 島田(2011)
2013/02/15 17

日沿連海底表層ハイドレート

メタンハイドレート資源分布・原始資源量

メタンハイドレートは、大陸縁辺部の海域、凍土地帯に賦存。

h // h21j j / df/BSR 2009 df

世界のメタンハイドレート分布 日本周辺の分布
http://www.mh21japan.gr.jp/pdf/BSR_2009.pdf

2013/02/15 18日沿連海底表層ハイドレート

第18回MH開発実施検討会（2010.10）資料
2013/02/15 19日沿連海底表層ハイドレート

第１回海洋産出試験の概要

When? （いつ？） What? （何をするのか？）When? （いつ？）

2012年度に生産試験を実施予定

Where? （どこで？）

What? （何をするのか？）

浮遊式の掘削リグを用いて、約1週間～1ヵ月の
期間、数千～万m3／日のガスを生産する

H ? （どのように生産するのか？）東部南海トラフ海域（第2渥美海丘）
で実施予定

How? （どのように生産するのか？）

減圧法（地層内の圧力を下げることによって、メ
タンハイドレートを水とガスに分解する手法）に
よる生産を実施予定よる生産を実施予定

大水深掘削リグ

海面

ライザーパイプ （こ
れを通じて海上に水
とガスを生産）

暴噴防止装置（BOP)
⑤

海底

生産井
水ガ

ス

ガ
ス 水深500m以深

ケーシングパイプ

ポンプ等坑底機器

海底

地層
ガ
ス

ガ
ス

水

穿孔

③地層内の圧力が低下する

④メタンハイドレートがガスと水に分解する

①ポンプで生産井内の水を汲み上げる
②生産井内の圧力が低下する

ガス

水

孔隙充填型のメタンハイドレートを
含む砂試料（東部南海トラフで採取）

パーフォレーション孔
（地層から坑内に水と
ガスを引き込む）

海洋産出試験の概念図

地層

水

穿孔

メタンハイドレート層

⑤ガスと水が生産井に流入し、生産される

水

減圧法の概念図

2010.10.5 第18回MH開発実施検討会資料４を一部編集

2013/02/15 20
日沿連海底表層ハイドレート



第第2121回開発実施検討会資料（回開発実施検討会資料（H24.3.30H24.3.30))

2013/02/15 21日沿連海底表層ハイドレート

海底表層メタンガスハイドレートについて海底表層メタンガスハイドレ トについて

2013/02/15 22日沿連海底表層ハイドレート

メタンハイドレート等に関連する考え方

１ 国による石油 天然ガスの試掘調査

（第22回ＭＨ開発実施検討会 平成24年６月29日）
1/3http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004108/pdf/022_09_00.pdf

１．国による石油・天然ガスの試掘調査

（１）経済産業省は、平成20年２月に導入した探査船「資源」による探査結果を
踏まえ、平成23年４月に、国内石油天然ガス基礎調査実施検討委員会での
審議を経て、国の事業による試掘海域として佐渡南西沖を選定しました。

（２）その後、地元漁業関係者との調整を進め、試掘の実施の公表について地
元漁業関係者との合意が得られたことから、国による試掘調査の実施を本年
６月18日に公表しております６月18日に公表しております。

（３）なお、国による佐渡南西沖での石油・天然ガスの試掘調査は、平成25年
４月から６月までの３ 月間で行います その後 調査により取得したデ タの４月から６月までの３ヶ月間で行います。その後、調査により取得したデータの
解析・評価を実施し、平成25年度末に国の事業としては終了する予定です。

2013/02/15 23
日沿連海底表層ハイドレート

メタンハイドレート等に関連する考え方

２ メタンハイドレート関連の調査
2/3

（第22回ＭＨ開発実施検討会 平成24年６月29日）

２．メタンハイドレ ト関連の調査

（１）基本的な方向性

①海底の地層中にあるメタンハイドレートからメタンガスを効率的に分離して
回収する方法については、過去の陸上産出試験の結果等から、いわゆる減
法が有効 あると考え ます圧法が有効であると考えています。

②この減圧法が、海洋においても有効かどうかを確認するため、本年度に、
いわゆる東部南海トラフ海域において減圧法による産出試験を行うこととして
おります。おります。

2013/02/15 24
日沿連海底表層ハイドレート



メタンハイドレート等に関連する考え方

3/3
（第22回ＭＨ開発実施検討会 平成24年６月29日）

（２）表層型のメタンハイドレートについて

①表層型のメタンハイドレートの採取については、一部で小規模な実験が実①表層型のメタン イドレ トの採取に いては、 部で小規模な実験が実
施されていると承知しておりますが、環境面等も含め様々な課題があると考え
られ、現段階では実用化されている技術はないと認識しています。

②このため、表層型のメタンハイドレートについては、当面は、国による生産
技術の開発の対象とはしていませんが、我が国周辺海域のメタンハイドレート
の賦存状況の調査の一環として 平成22年度に新潟県沖等において表層型の賦存状況の調査の一環として、平成22年度に新潟県沖等において表層型

のメタンハイドレートの試料の採取を行い、メタンハイドレートの形成メカニズ
ムの分析等の科学的調査を行うなど、表層型のメタンハイドレートの研究も進
めていきますめていきます。

2013/02/15 25
日沿連海底表層ハイドレート

海底表層ハイドレート海底表層ハイドレートの産状の産状
オレゴン沖ハイドレート海嶺の例（Suess et al.(2001) 等による）

2013/02/15 26日沿連海底表層ハイドレート

冷湧水系とガスハ冷湧水系とガスハ
イドイドイドレートイドレート

●海底に水とメタンが湧出

●海水と反応して炭酸塩岩沈
殿・硫化水素生成

●化学合成生物群集の繁殖

●メタ が濃集 イド ト形●メタンが濃集、ハイドレート形
成

●メタンは海水中で酸化される
が、一部は大気へ放出される？

2013/0
2/15

27
日沿連海底表層ハイドレート

KASHIWAZAKIOKI

NAOETSUOKIKITA

上越沖3次元地震探査海域位置図(佐伯他、2009)2013/02/15 28
日沿連海底表層ハイドレート



上越沖メタンハイドレート調査（～上越沖メタンハイドレート調査（～20092009））
2001：基礎物理探査「佐渡沖南西3D 」
2003：基礎試錐「佐渡南西沖」
事前調査で海底表層のハイドレート発見
2004より熱熟成起源海底表層ハイドレート調査

上越沖MH調査海域

松本(2009)等による

2004より熱熟成起源海底表層 イドレ ト調査
（東大、JAMSTEC、産総研）
調査航海
海鷹丸（UT04, UT05, UT06, UT07, UT08, UT09
）、「かいよう」、「なつしま」（KY05-08, ）、 かいよう」、 な しま」（ 05 08,
NT05-09, NT06-19, NT07-20, NT08-09 , NT09-
16）
調査方法
○ピストンコアラ（6-12m）堆積物試料採取、

上越海丘

○ トン アラ（ ）堆積物試料採取、
熱流量測定
○ROV（海底観察、岩石・生物試料採取、温度
測定、サイドスキャンソナー）

○音波探査（マルチナロービーム地形探査、シ “海鷹海脚”○音波探査（マルチナ ビ ム地形探査、シ
ングルチャンネル音波探査、計量魚群探査機）
○CTD・海水採取
○海底電気探査

海鷹海脚

コア中 海底のハイドレ トコア中・海底のハイドレート

2013/02/15 29日沿連海底表層ハイドレート

ガスチムニーはガスが溶けた水の通路か？ガスチムニーはガスが溶けた水の通路か？

松本(2009)等による

BSR

ガスチムニー

BSR

ガスチムニー

2013/02/15 30日沿連海底表層ハイドレート

N S計量魚探記録上のメタンプルーム計量魚探記録上のメタンプルーム （青山他（青山他,, 20092009））

海面

m
)

メタンプル ム

水
深

(m メタンプルーム

海底

B Chih A

海底

By Chiharu  Aoyama

2013/02/15 31日沿連海底表層ハイドレート

海鷹海脚において海鷹海脚においてROVROVで観察されたガスバブリングで観察されたガスバブリング((町山他，町山他，20092009））

2013/02/15 32日沿連海底表層ハイドレート



海鷹海脚において海鷹海脚においてROVROVで観察されたで観察された
ポックマークの壁のハイドレートポックマークの壁のハイドレート((町山町山
他，他，20092009）） 2013/02/15 33
日沿連海底表層ハイドレート

2010 Marion Dufresneによる海洋地質調査2010 Marion Dufresneによる海洋地質調査

2013/02/15 34日沿連海底表層ハイドレート

海域ハイドレートの賦存タイプ海域ハイドレートの賦存タイプ

MH21ホームページより
2013/02/15 35日沿連海底表層ハイドレート

非砂層メタンハイドレート賦存層の科学的調査

• フェーズ2実行計画

– 「砂層濃集帯以外の賦存様態のメタンハイドレートも検討
を進める」

• 海底面に露出するタイプや泥層中に賦存するタイプ

• これらのタイプの賦存面積や賦存状況などについては未解
明な部分が多く、科学的な調査が必要。

• それらを踏まえて、海底面付近にメタンハイドレートの存在が
判明している海域等において地質情報や層序・地化学に関
する知見の拡大のための調査を実施する知見の拡大のための調査を実施。

2013/02/15 36日沿連海底表層ハイドレート



2010 日本海マリオンデュフ
レーヌ号航海 (MD179)

Hakodate

Otaru
OKUSHIRI AREA

レ ヌ号航海 (MD179)

• 調査航海日程

• Kaoshiung（高雄）より• Kaoshiung（高雄）より

• 6/14 入港（上越）

• 6/15 出港

6/16 25 調査（上越 奥尻）
調査団長
松本 良 （東大教授）

ii

• 6/16-25  調査（上越、奥尻）

• 6/26 入港（小樽）

• 6/27 出港

インドネシア M k i(マ

松本 良 （東大教授）
他乗船研究者42名

Niigata

JOETSU AREA

• インドネシア Manokwari(マ
ノクワリ）へ

R/V Marion Dufresne
IPEV, France

37 2013/02/15日沿連海底表層ハイドレート

Calypso
調査項目
• Calypso （長尺ピストンコアラ、～60m）

• Gravity Corer （同時に熱流量測定、10m）

• CASQ (Calypso SQuare: ボックスコアラ 12m) CASQ• CASQ (Calypso SQuare: ボックスコアラ、12m)
• マルチビーム測深器

• 3.5kHz サブボトムプロファイラ（海底表層探査）

CASQ

• CTD付き採水器

• ADCP

船上分析作業船上分析作業
• ハイドレート採取・冷凍保存

• ガス抜き、温度測定、2m毎切断、半割－保管用試料保存
サブボトムプロファイラ

CTD採水器
マルチビーム
測深器

• 堆積学的記載

• MultiSensor Track
密度 P波速度 帯磁率– 密度、P波速度、帯磁率

• カラーラインカメラ、スペクトロメータ

• サブサンプリング（含水率、粒度分析、微生物、地化学）

• 物性測定（温度、熱伝導率、力学）

• 間隙水化学分析（スクィーザー10台以上）
MultiSensor Track2013/02/15 38日沿連海底表層ハイドレート

コア回収時の
ハイドレ トの分解ハイドレートの分解

MD179MD179--33173317
上越海丘南部上越海丘南部

MD179MD179--33053305
海鷹海脚中部海鷹海脚中部

2013/02/15 39
日沿連海底表層ハイドレート

1.3m in Sec. 3 of 
MD10-3306G

1.5m bsf of MD10-3318C

MD179 Gas Hydrateの産状2013/02/15 40
日沿連海底表層ハイドレート



MD179取得
デ タSBP測データSBP測
線と採泥点

2013/02/15 41日沿連海底表層ハイドレート

Marion Dufresne SBP
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1.25s

1000m1000m
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C / MD10‐3299
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1.50s 1125m

2013/02/15 42
日沿連海底表層ハイドレート

熱熟成起源天然ガス熱熟成起源天然ガス

 日本海表層メタンガスハイドレートの多くは熱熟成起源天然ガスから
なる。

 熱熟成起源天然ガスとは？
– 海や湖で藻類等の微生物、植物片等の有機物が厚く堆積し、埋没し、熱

熟成によ て石油 ガスが生成熟成によって石油・ガスが生成。

– 生成した石油・ガスが地層の中を移動し、シール層を伴う構造等にトラッ
プされて集積。

部はシ ルが不十分 または破れて地表から空中 海底から海中に– 一部はシールが不十分，または破れて地表から空中，海底から海中に
湧出。

– 水深700～800m程度以上の海底では，地層中の水と共にハイドレート
を作るを作る。

– 湧出量が大きい，または地層中の水が不足すると海中にガスとして放出
され水柱にメタンプルームとなる。

– 厚い地層がたまった堆積盆の発達が必要– 厚い地層がたまった堆積盆の発達が必要。
– 日本海拡大期に厚く堆積した日本海沿岸域に発達。
– ＜ー＞ 微生物起源天然ガス

微生物起源天然ガスより大量に生成すると考えられる– 微生物起源天然ガスより大量に生成すると考えられる。

2013/02/15 43
日沿連海底表層ハイドレート

日本燃料日本燃料
資資資源図資源図

主な油ガス田

2013/02/15 44
日沿連海底表層ハイドレート



鷹海脚のメタンハイドレート・システム
本（2009）等による。

ガスハイドレート・マウンド

塊状、板状の熱分解起源MH
（ガスチムニー型表層MH)が
炭酸塩団塊とともに密集する。

110
300-
500

ーガスを含んだユニット。
Rより上に微生物分解起源の

110-
150m

500m

Rより上に微生物分解起源の
層（層序規制型／深層MH)
達する。 BSR

最終氷期の海水準低下と圧力低下により
海底下のハイドレートが分解し、ガスハイ
ドレートシステムの崩壊を引き起こした。

ガスハイドレートの分解により

ガスチムニー
生物ガス

熱分解ガス

大量のメタンを放出

熱分解ガス
熱分解ガス

2013/02/15 45
日沿連海底表層ハイドレート

表層ハイドレート資源ポテンシャル推定の課題

どこに、どのように、どれだけあるか？
○広域・集中 海底地形・表層堆積層探査

MBES（マルチビーム測深）、SBP（サブボトムプロファイラ）

詳細 構造 海○詳細3次元構造、海底面状況
AUV+高分解能サブボトムプロファイラ・サイドスキャンソナー
ROV等を用いた精密環境調査、モニタリング

○量の見積もり
実試料による

海底設置型掘削装置(「白嶺」BMS ROVDrill等) 50m掘削海底設置型掘削装置(「白嶺」BMS、ROVDrill等) ～50m掘削
船上掘削装置（「白嶺」、Fugro Synergy、Bavenit（1999）等） ～300m掘削

（＋物理検層、圧力保持コアリング）

電気・電磁気探査による
海底電気探査
海底電磁気探査(EM)海底電磁気探査(EM)

2013/02/15 46日沿連海底表層ハイドレート

海底地形・表層堆積層探査

2013/02/15 47日沿連海底表層ハイドレート

MBES(マルチビーム測深)による地形調査

Multi Beam Echo Sounder NOAA Okeanos ExplorerのMBES EM302による
カリフォルニア沖のプルームの発見

Gardner & Malik (2009) EOS, v.90, no.32

// / /

マルチビーム測深の概念図

http://www.marum.de/Binaries/Binary422
9/1.9.F%C3%A4cherecholot_c.jpg

http://www.km.kongsberg.com/ks/web/nokbg0238.nsf/Al

2013/02/15 48日沿連海底表層ハイドレート

lWeb/B068324479C01AF6C125763800389819



SBP(サブボトムプロファイラ)

記録例 （日本海洋(株) TOPAS 
PS18カタログによる）

http://www.nipponkaiyo.co.jp/measuring/
data/meas76.pdf

2013/02/15 49日沿連海底表層ハイドレート

AUVによる高分解能地形調査・サブボトムプロファイラ調査AUVによる高分解能地形調査 サブボトムプロファイラ調査

2013/02/15 50日沿連海底表層ハイドレート

SSS記録AUVの例（C&C、HUGIN3000）

SBP記録

SSS記録

http://www ivt ntnu no/imt/courses/tmr4240/exercishttp://www.ivt.ntnu.no/imt/courses/tmr4240/exercis
es/HUGIN3000_survey_AUV.pdf http://www.km.kongsberg.com

2013/02/15 51日沿連海底表層ハイドレート

海底表層の精密環境調査、モニタリング海底表層の精密環境調査、モニタリング

2013/02/15 52日沿連海底表層ハイドレート



海底表層の精密環境調査、モニタリング

ROV（Remotely Operating Vhiecle）
を使用を使用

海底表層の精密調査海底表層の精密調査
海底冷湧水系探索
海底地質・生物試料採取海 質 物試料採
精密地温・SP分布測定

海底表層 長期環境 タ グ機海底表層の長期環境モニタリング機
器の設置・回収

長期カメラ観測

ROVの例
（JAMSTEC Hyper Dolphin）

長期カメラ観測
長期温度・電気伝導度観測
長期採水

2013/02/15 53日沿連海底表層ハイドレート

海底表層ハイドレート試料（～50m）の採取海底表層ハイドレ ト試料（ 50m）の採取

2013/02/15 54日沿連海底表層ハイドレート

「白嶺」の掘削装置

船上設置型掘削装置装
稼働水深：最大水深2,000m
掘削能力：400m
掘削システム：ライザーレス、パ
ワースイベル駆動

海底着座型 BMS
稼働水深稼働水深：6,000m
掘削長：20m

海底着座型 BMS50M海底着座型 BMS50M
稼働水深：3,000m
掘削長：50m

新海洋資源調査船の建造について
2011.3 金属資源レポート

2013/02/15 55日沿連海底表層ハイドレート

「白嶺」の掘削装置
① BMS：現有機

新海洋資源調査船の建造について
2011.3 金属資源レポート

① BMS：現有機
稼働水深：6,000m
掘削長：20m
コア径：44mm
寸法：幅3.6m×奥行き4.4m×高さ5.5m寸法：幅3.6m 奥行き4.4m 高さ5.5m
空中重量：4.8t（コア満載時）

② BMS50M：新型
稼働水深：3,000m稼働水深：3,000m
掘削長：50m
コア径：63.5mm（ HQサイズ）
寸法：幅5.7m×奥行き5.2m×高さ6.8m
空中重量：約15t（コア満載時）① BMS：現有機

②
空中重量 約15t（ ア満載時）① BMS：現有機

② BMS50M：新型

http://wporep.blog.so-net.ne.jp/2012-03-252013/02/15 56日沿連海底表層ハイドレート



海底表層ハイドレート試料（～300m）の採取海底表層ハイドレ ト試料（ 300m）の採取

2013/02/15 57日沿連海底表層ハイドレート

「白嶺」の掘削装置

新海洋資源調査船の建造について
2011.3 金属資源レポート

Fugro Seacore社

稼働水深：最大水深2 000m稼働水深：最大水深2,000m
掘削能力：400m
掘削システム：ライザーレス、パワースイベル
駆動

http://wporep.blog.so-net.ne.jp/2012-03-252013/02/15 58日沿連海底表層ハイドレート

メタンハイドレート探査のための海底電気・電磁探査法メタンハイドレート探査のための海底電気・電磁探査法

2013/02/15 59日沿連海底表層ハイドレート

OBEM展開と曳航式送信器・受信器を組
み合わせたCSEM探査

メキシコ湾におけるCSEM法を用い

たスクリップス海洋研究所のハイドたスクリップス海洋研究所のハイド
レート探査 （Weitemeyer et al., 
2009）

2013/02/15 60日沿連海底表層ハイドレート



メキシコ湾で、Scripps
海洋研究所グループが
2008年に行った曳航式2008年に行った曳航式
受信器とOBEMによる

海底電磁探査の解析
結果

OTC23698 Weitemeyer et 
al. (2012)

結果

2013/02/15 61日沿連海底表層ハイドレート

まとめと今後の課題まとめと今後の課題

まとめ

○メタンハイドレート開発計画により、砂層充填型ハイドレートから○メタンハイドレ ト開発計画により、砂層充填型ハイドレ トから
のガス開発技術を開発中。現在第１回海洋産出試験を実施中。目
標は減圧法の有効性の実証、安全かつ環境に負荷を与えない坑
井仕上げとガス生産技術井仕上げとガス生産技術。

○一方、上越沖等での海底表層メタンガスハイドレートの科学的調表
査により、海底湧水・ガス活動と関連したメタンハイドレート堆積体
形成メカニズムの概要がわかってきた。

○また、予察的な広域的海底地形・海底表層堆積層調査により、
日本海－オホーツク海等の海底に数多くのポックマーク等が発見さ
れ、資源としての可能性の有無の評価の必要性が認識されてきた。

○資源開発として適用可能な表層メタンガスハイドレートの採取法○資源開発として適用可能な表層メタンガスハイドレ トの採取法
は現状では未開発。

2013/02/15 62日沿連海底表層ハイドレート

まとめと今後の課題まとめと今後の課題

今後の課題

○表層メタンガスハイドレートが資源開発としての検討対象となり表
得るかどうかを見極めるためには、ハイドレートの量の評価及び存
在状況の解明が必要。

○表層メタンガスハイドレートは、直径数100mのガスチムニーの海

底からＢＳＲ深度までに濃集していると推定される。その中での存
在量の解明が必要。

○表層メタンガスハイドレートは 海底にポックマーク／マウンド地○表層メタンガスハイドレ トは、海底にポックマ ク／マウンド地
形や化学合成生物群集の発達が伴うことが多いと考えられ、詳細
な海底地形調査、海底観察が重要。

○資源評価の観点からは、メタンハイドレート堆積体の不均質性が
大きいと考えられ、モデル地域において詳細な調査をすることが重大きいと考えられ、モデル地域において詳細な調査をすることが重
要。

2013/02/15 63日沿連海底表層ハイドレート

まとめと今後の課題まとめと今後の課題

○既存・新規の2D/3D地震探査データ解析
海底表層メタンガスハイドレートの存在の兆候を示すBSRの異常・ガスチムニー等の探索

○広域的な海底地形・表層堆積層調査（海上調査）
ポックマーク、マウンド、ガスチムニー 、メタンプルーム等の海底表層メタンガスハイドレートの
存在の兆候を示す現象を広域的に探索存在の兆候を示す現象を広域的に探索

○集中的な海底地形・表層堆積層調査（海上調査）
海底表層メタンガスハイドレートの存在の兆候が集中する海域の集中的な探査により 海底海底表層メタンガスハイドレ トの存在の兆候が集中する海域の集中的な探査により、海底
表層掘削等詳細な調査の候補地点を選定

○高分解能の海底地形・表層堆積層調査（AUV・ROVを使用）表
海底表層掘削等詳細な調査の事前調査として必要な海底面状況の高分解能調査

○海底湧水・ガス系の環境調査、湧水・ガス調査（ROVを使用）
海底設 式観 を使 た海底環境 査 期 タ グROV、海底設置式観測システムを使用した海底環境調査・長期モニタリング

○海底電磁探査
海底下の比抵抗構造の計測によるハイドレ ト賦存量の推定海底下の比抵抗構造の計測によるハイドレート賦存量の推定

2013/02/15 64日沿連海底表層ハイドレート


